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STAT DASHグランプリ2016 行政サービス開拓部門 プレゼンテーション 

eL-Stat(地方自治体の統計業務支援窓口)の構築 



１ 提案の意義・目的 

    

     １ 

簡易なＣＭＳ操作画面により自治体等を単位とした表やグラフによる
統計データの可視化、ｃｓｖ出力、検索機能等を提供 

クラウド上に連携サーバを構築し、e-Stat-ＡＰＩ機能（ＡＰＩ機
能）を支援するデータベースや関数を公開し、利用者の利活用を支援 

自治体の統計事務の共同利用を進めることで，統計情報の高度化と成
果の共有、住民サービスの向上 



    

２ 提案の背景（自治体の課題） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

–自治体の予算や人員には限りがあり、人材の育成や
事務の標準化も課題となることから、統計情報の高
度化には自治体間の連携や成果の共有が不可欠 

     ２ 
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３ 提案の背景（利用者への課題） 

     ３ 

e-Statで提供されている国
の統計情報から1,800に及
ぶ各自治体の必要な情報を
取得することは難しく、利
用者は統計情報を十分に活
用しきれていない 
 利用者 

e-Stat 
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４ 連携サーバの機能（自治体データの集約） 

  

市域を跨いだ自
治体共通のカタ
ログサイト 

自治体のデー
タを一元管理 

     ４ 

住民基本台帳人口等の自治体データを，クラウドサーバに送信す
ることで、統一的な規格でのデータベース化 

登録されたデータは、カタログサイトによって検索・取得が可能 



４ 連携サーバの機能（データベース、関数の公開） 

  

 ＡＰＩ機能の活用を支援するためのデータベース
や関数の公開 

     ５ 

リストに関する情
報をＤＢに格納 

小地域コードを関数
により町名に変換 



５ 期待される効果① 

  

     ６ 

統計資料の加工・編集やホー
ムページ作成等の事務省力化 

地域の課題解決のための基礎
資料としての活用 

自治体間の人的・ノウハウの共
有と人材育成のシナジー 



５ 期待される効果② 

  

     ７ 

ＡＰＩの活用支援機能の提供
や地方の保有するデータを二
次利用しやすい形で公開 

地域課題の解決に向けて官民
が現状を共有し、課題を具体
化し、その解決策・実現策を
一緒に考える 

地域経済の活性化 

官民協働参画の促進 



Webアプリケーション（試作版） 

    

 自治体ごとに設定さ
れるユーザーＩＤとパ
スワードによりログイ
ンする。  

http://www.meshstats.xyz/koukyou/index.php 

     ８ 

http://www.meshstats.xyz/koukyou/index.php

